
再生骨材コンクリートの
利用促進の取組について

東京都環境局資源循環推進部

産業廃棄物対策課
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本日の内容

• 再生骨材コンクリートを利用するメリット

• 再生骨材コンクリートを取り巻く状況

コンクリート塊の排出量

コンクリート塊の再資源化の状況

再生砕石の価格及び需給動向、在庫状況

着工建築物床面積の推移

砕石・再生骨材 生産状状況、出荷在庫状況

• 利用促進に向けた取組

普及啓発（再生骨材コンクリート利用工事事例集）

• まとめ
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再生骨材コンクリートを利用するメリット

メリット１：資源循環への貢献（廃棄物の削減）

• 再生骨材コンクリートを利用することにより、解体等により発生するコ
ンクリート塊の再資源化が促進される

メリット２：環境保全

• 再生骨材コンクリートを積極的に取り入れ、限りある資源を有効に活用
することにより、天然資源の枯渇を防ぐ

メリット３：コスト削減

• 普通の骨材・コンクリートに比べ、価格を抑えることができる

3



資源循環の状況（環境省）

4（出典）静脈産業の脱炭素型資源循環システム構築に係る小委員会（第１回）環境省



循環型社会形成推進基本計画（環境省）

第４次（平成３０年６月）
2.3.ライフサイクル全体での徹底的な資源
循環
2.3.4.土石・建設材料
セメントについて、混合セメントの利用

がより一層拡大するとともに、各工程で有
用金属の回収が進んでいる。
低炭素化や強靱化も考慮した既存住宅の

改修による長寿命化など、良質な社会ス
トックが形成されることにより、建設廃棄
物や建設発生土等の建設副産物の発生抑制
が図られている。建築物等の解体に当たっ
ては、分別解体等と再資源化等が徹底され
ている。
また、鉄等の製造に伴い発生する、鉄鋼

スラグ等の産業副産物についても、可能な
限り有効利用が図られている。
さらに、航路整備等で発生する土砂等に

ついても、海洋環境の保全や改善のための
工事等において有効利用され、最終処分場
への投入や海洋投入による処分量の削減が
徹底されている。

第５次（案）
2.2. 資源循環のための事業者間連携によるライフサイクル全
体での徹底的な資源循環
2.2.1. 素材ごとの方向性
④土石・建設材料
建設廃棄物の発生抑制やリサイクル容易性、脱炭素化とっ
た観点から建設資材の環境配慮設計や建築物の長寿命化、脱
炭素化や強靱化も考慮した住宅の長寿命化など、良質な社会
ストックを形成することにより、廃材等の建設廃棄物や建設
発生土等の建設副産物の発生抑制を図る。建築物等を解体す
る際には、分別解体等と再資源化等を徹底する。
セメントについては、セメントの原料代替物や化石エネル
ギー代替物としての副産物・廃棄物・処理困難物の適正な利
用を拡大し、生産工程で二酸化炭素排出のより少ない混合セ
メントの利用をより一層拡大するとともに、各工程での有用
金属の回収を進める。
鉄等の製造に伴い発生する鉄鋼スラグ等の副産物について

は、可能な限り有効利用を図る。
航路整備等で発生する土砂等については、海洋環境の保全

や改善のための工事等において有効利用することで、最終処
分場への投入や海洋投入による処分の削減を図る。
また、土石・建設材料全体として、再資源化物が滞留して

しまう可能性があることから、より付加価値の高い再生利用
を推進し、リサイクルの質の向上や用途拡大等を進める。
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成長志向型の資源自律経済戦略（経済産業省）
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サーキュラーエコノミー（ＣＥ）の目的：デカップリングの実現とWell-Beingの向上

 大量生産・大量消費・大量廃棄を前提とするリニアエコノミー（ＬＥ）では、資源・環境の両面で過負荷
が掛かり、プラネタリー・バウンダリーを超過するとともに、潜在成長率の低下にも直結。

 一方で、ＣＥでは、資源の効率的・循環的な利用とストックの有効活用を、サービス化等も組み合わせて
行うことにより、プラネタリー・バウンダリーの境界内で資源消費及び環境影響と経済活動とをそれぞれ
デカップリングしながら、Well-Beingを向上させることが可能。



資源循環の状況

7（出典）建設リサイクル推進施策検討小委員会（第１６回）



各地域別コンクリート塊の排出量
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（出典）建設副産物実態調査結果



関東地域におけるコンクリート塊の排出量
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（出典）建設副産物実態調査結果



東京都におけるコンクリート塊の排出量
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（出典）建設副産物実態調査結果



全国のコンクリート塊の再資源化の状況
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（出典）建設副産物実態調査結果



再生砕石の価格及び需給動向、在庫状況（東京都と全国）
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価格動向：１（下落）、２（やや下落）、３（横ばい）、４（やや上昇）、５（上昇）
需給動向：１（緩和）、２（やや緩和）、３（均衡）、４（ややひっ迫）、５（ひっ迫）
在庫状況：１（豊富）、２（普通）、３（やや品不足）、４（品不足） 12

（出典）主要建設資材需給・価格動向調査



東京都における着工建築物床面積の推移
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砕石・再生骨材 生産状況
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（出典）砕石等統計年報



砕石・再生骨材 出荷・在庫状況
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（出典）砕石等統計年報



利用促進に向けた取組

• 建設廃棄物のうち、建築物やインフラ整備等の更新により発生するコン
クリート塊は、そのほとんどが再生砕石として再資源化され、主に路盤
材などの道路の舗装に活用されている。

• コンクリート塊の再資源化率は高い一方で、路盤材の需要減少等により
都市部では再生砕石の滞留が顕在化してきていることや、今後もコンク
リート塊の発生量の増大が見込まれることなどから、コンクリート塊等
の資源循環が円滑に進むよう、路盤材以外の需要の開拓が必要となって
いる。

• 天然砕石（新材）の出荷量は、道路用よりもコンクリート用の方が多く、
コンクリート塊の再資源化先として、再生骨材コンクリートの持つポテ
ンシャルは高い状況にある。

• 今後、再生骨材コンクリートをより一層普及させていくためには、公共
工事での積極的利用に加え、供給状況や品質、施工実績、メリットなど
について、都や関係業界の持つ情報を共有し、分かりやすく情報発信す
ることが効果的。
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再生骨材コンクリート利用工事事例集

目次

1. 再生骨材・再生骨材コンクリートとは

2. 再生骨材の供給状況

3. 再生骨材コンクリートの品質管理

4. 再生骨材コンクリートを利用した工事
事例（公共工事、その他公共工事、民
間工事）

5. 再生骨材コンクリートを利用するメ
リット

東京都環境局HPで公表中

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resour
ce/industrial_waste/construction_waste/5003
00a20230525131608590
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再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材・再生骨材コンクリートとは～

18

再生骨材・再生骨材コンクリートの説明に加え、再生骨材コンクリートの区分と
主な適用用途及び一例の写真、標準的な使用範囲及び東京都の推進施策を掲載。

「再生骨材」とは、解体工事等か
ら発生するコンクリート塊から製
造したコンクリート用骨材のこ
とであり、「再生骨材コンクリー
ト」とは、再生骨材を使用したコ
ンクリートのことです。再生骨
材は品質の違いから JIS 規格によ
り L、M、H の 3 種類に区分さ
れ、それぞれ適した用途に使用
されています。



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材・再生骨材コンクリートとは～
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再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材・再生骨材コンクリートとは～
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土木工事

躯体本体

土木工事で捨コンクリート等を使用する場合において、調達が可能な場合は、「再生骨材Ｌを用いた
コンクリート」の使用を、無筋コンクリート構造の築造物にレディーミクストコンクリートを使用す
る場合において、調達が可能な場合は、「再生骨材Ｍを用いたコンクリート」の使用を、鉄筋コンク
リート構造の築造物にレディーミクストコンクリートを使用する場合において、調達が可能な場合は、
「再生骨材Ｈを用いたレディーミクストコンクリート」の使用を推進する。

表 東京都環境物品等調達方針（公共工事）（抜粋）

建築工事

建築物

捨コンクリート等を使用する場合において、調達が可能な場合は、「再生骨材Ｌを用いたコンクリー
ト」、又は「再生骨材Ｍを用いたコンクリート」、「エコセメントを用いた均し（捨て）コンクリー
ト等」の使用を推進する。

鉄筋コンクリート構造の建造物にレディーミクストコンクリートを使用する場合において、調達が可
能な場合は「再生骨材Hを用いたレディーミクストコンクリート」、「エコセメントを用いたレ
ディーミクストコンクリート」の使用を推進する。

（出典）「東京都環境物品等調達方針（公共工事）」を基に作成



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材・再生骨材コンクリートとは～
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再生骨材コンクリートの価格については、表４の通り一般的な生コンクリートに比
べ同額以下となっています。また、一般社団法人再生骨材コンクリート普及連絡協
議は会員企業に対して再生骨材の価格調査を行い、その結果を公表しています。

再生骨材コンクリートの供給状況として、再生骨材出荷量の推移や単価、工場の
配置図、製造工場の概要・供給能力等を掲載。

再生骨材コンクリートの種類 単価

再生骨材コンクリートHの単価
下記2誌の生コン単価の平均と同額
①月刊建設物価（一般財団法人建設物価調査会）
②月刊積算資料（一般財団法人経済調査会）※2

再生骨材コンクリートMの単価
上記再生骨材コンクリートHの単価から
100円引いた額

再生骨材コンクリートLの単価
上記再生骨材コンクリートHの単価から
200円引いた額

表４．一般社団法人再生骨材コンクリート普及連絡協議会の再生骨材コンクリート単価※1

※1：2023年1月末ヒアリング時点
※2：『月刊積算資料』2023年5月号掲載の価格は以下の通り（規格：21-18-20（25））。

東京（17区）：18,200円/㎥、目黒・世田谷：16,600円/㎥、練馬・板橋：15,900円/㎥、
足立・葛飾：16,400円/㎥、八王子・府中：17,100円/㎥、立川：17,100円/㎥、
調布：17,100円/㎥、武蔵野：17,100円/㎥、町田：15,800円/㎥
(「東京（17区）」とは、目黒区、世田谷区、練馬区、板橋区、足立区、葛飾区を除く17区です。)

出典：一般財団法人経済調査会発刊 月刊積算資料 2023年5月号



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材の供給状況～

22

図２．再生骨材・再生骨材コンクリートの供給エリア

出典：再生骨材コンクリート普及連絡協議会広報資料（2022.3）を基に作成



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材コンクリートの品質管理～
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再生骨材コンクリートの品質管理として、コンクリート副産物再生利用に関する
用途別品質基準（抜粋）、ＪＩＳによる再生骨材の品質に加えて、民間団体独自
の品質監査制度（ＡＣＲＡＣ様の取組）等を掲載。

再生骨材コンクリートはその品質
管理については、ＪＩＳ規定や
大臣認定制度、「コンクリート
副産物の再生利用に関する用途別
品質基準（国土交通省）」などの
規定・基準が存在します。
また、これらの規定等に加えて、
一般社団法人再生骨材コンクリー
ト普及連絡協議会では、自主基
準に基づく品質監査制度を実施し
利用者が安心して利用できるよ
う、品質の担保を行っています。

事項 内容

工場の選定

再生骨材コンクリートは、JISマーク表示認証製
品を製造している工場から選定し、再生骨材コン
クリートMについてはJIS A 5022、再生骨材コン
クリートLについてはJIS A 5023に適合するもの
を用いることを原則とする。

再生骨材の含有率
再生骨材コンクリートは、粗骨材の全質量に対す
る再生骨材の割合が20%以上でなければならない。

再生骨材コンク
リートM及び再生
骨材コンクリート
Lの適用の考え方

a.現場打ちの再生骨材コンクリートMの適用箇所
については、JIS A 5022に従って判断する。／b. 

現場打ちの再生骨材コンクリートLの適用箇所に
ついては、JIS A 5023に従って判断する。／c.JIS

A 5022の付属書Aに適合する再生骨材Mを用いた
プレキャストコンクリート製品の適用可能箇所に
ついては、JIS A 5022、JIS A 5371及びJIS A 

5372に従って判断する。

アルカリシリカ反
応抑制対策

再生骨材コンクリートのアルカリシリカ抑制対策
については、JIS A 5022またはJIS A 5023に示す
規定に適合することを確かめなければならない。

表７．コンクリート副産物再生利用に関する用途別品質基準（抜粋）



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材コンクリートの品質管理～
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調査 内容

Ａ.総括的事
項の調査

品質保証／グリーン調達品目適合性
／環境負荷低減／技術力の確保／教
育訓練／不適合管理／環境保全

Ｂ.個別事項
の調査

製品品質の明確化／製造管理基準／
設備の管理基準／外注管理基準

Ｃ.実地検査
製品検査：①密度、②吸水率、③微
粒 分量／判定基準

■品質監査基準

記号
適合マーク取得製
造所名

骨材区分 所在地

1
宮松城南株式会社
千葉工場

RLG 粗骨材
本社：東京都大田区城南島1-1-3

千葉工場：千葉県袖ケ浦市南袖31

2 株式会社豊田商店 RLG 粗骨材
本社・工場：東京都大田区城南島1-

1-3

3

武蔵野土木工業株
式会社
町田リサイクルプ
ラント

RMS 細骨材 本社：東京都八王子市宇津木町435-1
町田リサイクルプラント：東京都町
田市小野路町343RMG 粗骨材

4 星揮株式会社
RMS 細骨材 本社・工場：大阪府枚方市尊延寺

965RMG 粗骨材

5 樋口産業株式会社 RLG 粗骨材
本社：福岡県福岡市早良区有田5-5-
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工場：福岡県福岡市東区東浜2-5-40

7 篠崎建材株式会社 RHG 粗骨材
本社・工場：神奈川県愛甲郡角田
1075-1

8
増尾リサイクル株
式会社

RLG 粗骨材
本社：東京都荒川区西日暮里2-18-1

工場：埼玉県朝霞市上内間木548-1

■品質監査適合マーク取得工場



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材コンクリートを利用した工事事例～

25

再生骨材コンクリートを利用した工事事例として、公共工事の事例、民間工事の
事例等を掲載。



再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材コンクリートを利用した工事事例～
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再生骨材コンクリート利用工事事例集
～再生骨材コンクリートを利用するメリット～

27

再生骨材コンクリートを利用するメリットとして、３つのメリットともに、再生
材のＣＯ２吸着効果を紹介。



まとめ

• 再生骨材コンクリートの需要と供給を喚起していくためには、都と関係業界の一層
の連携による、戦略的な取組が重要。

【利用者が懸念する情報（想定）】

◎調達コスト ⇒ 工場の配置など再生骨材コンクリートの供給体制など

◎品質 ⇒ ＪＩＳや品質監査制度など

◎実績 ⇒ 都工事での利用実績など

◎公的支援 ⇒ 率先行動（都の再生骨材コンクリート推進施策）

◎メリット ⇒ 環境的付加価値（脱炭素化、ＣＥなど）

• 環境局としては、再生骨材コンクリート利用工事事例集等を活用し、利用者の活用
促進に向けた啓発を行っていく。
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